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子供たちに

安全・安心を
－交通安全に向けた取組－

全国では、ここ数ヶ月の間に、集団登校中の児童が死傷するという痛ましい事故が発生してお
ります。深谷市においても、２年連続で「交通事故防止特別対策地域」の指定を受ける状況です。
そのような中、教育委員会や各学校では、深谷市の未来を担う大切な子供たちを守るための様々
な対策に取り組んでいます。

来年度、市内在住の小学生全員に
「ふっかちゃん子ども福祉基金」を活用し
通学用ヘルメット（地震などの災害時にも活用）が

配布されます。

○平成２９年度は１年生～６年生
○平成３０年度以降は新１年生のみ

PTA連合会長から市長に
要望書が手渡される

まもります こうつうルールと
じぶんのいのち

（川北小１年生の作品）

ヘルメット 増える安心 減る危険
（岡西小５年生の作品）

危険な芽 発見できる眼 育てよう
（藤沢中３年生の作品）

標語

「深谷市通学路安全対策連絡会」で
ヘルメットの必要性を取り上げ

「深谷市総合教育会議」等で協議

深谷市校長会・市PTA連合会
ヘルメット助成の要望書の提出

８月、全中学校の生徒会の代表生徒
による生徒協議会で、「深谷市全体で交
通安全スローガン（標語）を作り、交通安
全意識の向上を図る」という提案

１０月、各小・中学校で、児童生徒
とその保護者を対象に標語を募集

みんなの命を
守りたい！

全児童に

ヘルメット
「親子で考える

交通安全標語」の制作



どのように学ぶか
アクティブ・ラーニング
（主体的・対話的で深い学びを）

何を学ぶか
（新しい時代に必要となる資質・能力を）
小学校の外国語教育（英語）の教科化等

○「何を学ぶか」
○「どのように学ぶか」
○「何ができるようになるか」

新しい学習指導要領では

「社会に開かれた教育課程」に取り組みます！
社会と連携・協働しながら、未来の創り手となるために必要な資質・能力を育む

平成２８年１１月１８日（金） 深谷市のチャレンジ
新しい教育に向けた委嘱研究発表会が行われました。

発表を通し主体的な学習 学びを深め、根拠を説明学び合いで意欲が向上 考えを比較し、深まる学び

がポイントです。

深谷市では「学校教育振興懇談会」などで協議をスタート

何ができるようになるか
生きて働く「知識・技能」

未知の状況にも対応できる「思考力・判断力・表現力等」
学びを人生や社会に生かそうとする「学びに向かう力・人間性」


